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2 つ の要因が登場rr革命』 は人間の概念の あ る変化にみあ っ て い る 。 そ し て (矛盾す る )
する。すなわち平等・自由な『人間』と群衆一一〈労働 ) - r人間』であるl) o J
こうヴァレリー がノー トに書きつけたのは戦争の予感に満ちた 1930年代後半のことである O
社会主義的なもの全般にたいして幾分かシニカルな響きをもったこの言葉は，政治にたいする


























いはそのような転回の構想を意味するといってよいのかもしれな ~ \ o
アンリ・ド・マンという人物を召喚しようと思う。第一次大戦後にあらわれた新しい社会主
義理論の代表者と目され rマルクス主義をこえて (Au deladumarxisme)J)の著者として
知られるこのベルギ一人はナチスがワイマール共和国の政権の座につくまでの数年のあいだ
(1 929-- 33) フ ラ ン ク フ ル ト 大学で社会心理学の教授を務め ベルギ ー労働党の指導者 と し て
「計画主義 (planisme ) J を主唱 し ， 統制経済を導入す る 構造改革の政策 「労働計画 (Plan
























接合するさまを検討してみよう。そうすることで， 20世紀後半の社会と国家を支え る 問題設定
における転回にむけてある角度から光をあてることができるように思われる。




『テイラ一主義の国にて (Au paysdutaylorisme)J と い う 著書を報告と して発表 してい る 5)。
テイラー・システムは戦前のヨーロッパにおいてもすでに経験されつつあった。ところがその





















































































































は「ある特定の社会階級の利害だけを考慮することは問題にならなしリのであって， Iテ イ ラ ー
主義にたいする労働者の観点からの私[=ド・マン:引用者注〕の批判がプロレタリア階級の
利害に着想をえているとしても，それは，その利害が生産性の無限増大を必要とする一般利害































アカデミー (Akademie desArbeit)J で労働者教育に従事 し なが ら ， 著者は ， r労働の喜びの
ための闘争 (Der KampfumdieArbeitsfreude)J(フランス語版のタイトルは『労働の喜び





























































をうけたりうけなかったりする 21) oj 労働 と い う 行為にお いて ， 諸欲動が労働の喜び に お い て
表象されることをめざすことは，人間の本性=自然に属することがらであって，人間の活動に
とっての所与だというのだ。「あらゆる人間が幸福へとむかうように，あらゆる労働者は労働

















































































してはならな l ¥0 I労働者が階級闘争へ と いた る の は ， みずか ら の獲得の利害を意識化す る か
らではなくて，現代の心理学が社会的劣等コンプレックスとよぶところのより複雑でより深く





マンによれば，社会的意識が生起するのは次のような心理的過程によっている 29 ) 0 I そ の本性
からして，欲動の一定の配置から感情の諸状態がかたちづくられるのにおうじて形成される」
コンプレックスは，抑圧などの心的操作がほどこされた結果として，補償となるなんらかの形











的活動を規定するというのである Oこうして，社会的自我の意識の形成にとって， Iす ぐ れて


























Cembourgeoisement)J へ と い た る性質を も っ た意識が形成さ れる O 社会の価値体系の変革を




















offensif)35)J な る も のの必要性を訴え なが ら計画主義を主唱す る 労働党の政治家は ， 倫理的





































図 2 :心理学的因果律・ 1
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図 3 :心理学的因果律・ 2
(Audeladumα rxisme， p.299 よ り )
機械論的因果律は，二項からなるモデルとその単純な連鎖によって示される(図 1 )。これに
たいして，心理学的因果律は，三項から構成されるモデルとその複合したものによって示され
















































































が負けるゲームですらある 42) oj そ し て 別の と こ ろ では同 じ比喰に続けて こ う 述べて い る 。
そのような共倒れを回避するためには「新しいケーキをっくりだす以外に出口はなしリ。そこ





















































済的利害の代表のコルポラシオンにもとづく原理によっている 46) oj こ れに続けて ， I コ ル ポ ラ
シオンにもとづく組織を国家のなかに挿入することは，国家の民主化を意味する」ともいわれ







































































のことにすぎなし」いい換えれば，労働する人間は， I運営」 の社会空間を さ さ え ，労働を と り
まき促す装置に接合され，その結果，その機能の対象となるだろう。
そうした装置に固有の知の形態に言及しておくことはおそらく無駄なことではなし1。たと
えば， Iお も に生理学 ・ 心理学， 場合にお う じ て衛生学 ・ 医学 ・ 精神医学 ・ 政治経済学 ・ 工学 ・
社会学・倫理学47) J を多様な側面の も と で包含す る諸問題を研究す る こ と を 目 的 と し て 1929
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